
平成 30 年度 健常者と障がい者のスポーツ・レクリエーション活動連携事業【短期型】 

 

ジョレク'１８ 
【城東公民館運営協議会】 

  

 
平成 30 年９月 16 日（日） 

 

 
松江市総合体育館 サブアリーナ 

 
城東地区の住民ほか（参加者：約 100 名） 

〇 役員・スタッフ：約 40 名 

〇 障がいのある人：約 30 名 

 ４色対抗レクリエーション・スポーツ競技 

〇 ラダー・ゲッター 

〇 ニチレクボール 

〇 シャッフルボード 

〇 キンボール（リレー） 

※ 休憩中は、屋内外の出展ブースを利用。 

 

・地元のスポーツ推進委員や関係諸団体と連携した組織体制。 

・島根大学の学生がボランティアスタッフとして企画・運営を支援。 

・年齢や障がいの有無を問わない、誰もが参加しやすい競技選定とルール設定。 

 ・参加した人同士が顔なじみとなり、ふだんの交流につながる。 

・障がいのある人もない人も相互の理解が進み、地域への愛着が醸成される。 

 

・城東地区にとどまらず、市内外の関係者へ本事業をモデル活動として紹介。 

・役員による振り返りを通して、次年度の設計や他事業への活用等につなげる。 

・ジョレク’19 の開催に向け、城東地区の機運を醸成。 

 

 

 

工夫 

ねらい レクリエーション・スポーツ競技を通して、誰もが楽しみながら交流を深める。 

いつ 

どこで 

だれが 

なにを 

期待 

今後 

今年初めて参加しました。 

もっと仲間を連れてこれば

よかった。   【参加者】 
昨年も来ました。投げる種

目が楽しかった。まだまだ

やりたい！   【参加者】 

めっちゃ楽しい！ いろいろな人がい

て楽しみやすい競技が行われている。

勉強になります。【学生ボランティア】 

昨年よりも和やかな感じ。お互いの顔

がわかって親しめる雰囲気がありま

す。知った人が楽しんでいる顔が見ら

れて嬉しいです。    【運営者】 


